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DIC: 2512 DIC: 2478DIC: 2039 DIC: 642 DIC: 2109 DIC: 389

C :    0%
M:   60%
Y : 100%
K :    0%

C : 40%
M: 90%
Y : 90%
K: 40%

C :   0%
M: 20%
Y : 30%
K :   0%

C :   55%
M:     0%
Y : 100%
K:     0%

C : 15%
M:   0%
Y : 30%
K:   0%

C : 90%
M: 40%
Y : 90%
K: 40%

03　運動名称とそのロゴタイプおよびカラーシステム

カラーシステム

運動名称とそのロゴタイプ

このように和文表記をメイン、欧文表記をサブとして２段に重ねた表記を基本形とする。
使用目的や表現意図に応じて両表記はそれぞれ単独での使用も可能となるが、字形や文字間
および配色などには一切変更することがあってはならない。



DIC: 2512 DIC: 2478DIC: 2039 DIC: 642 DIC: 2109 DIC: 389

C :     0%
M:   60%
Y : 100%
K:     0%

C : 40%
M: 90%
Y : 90%
K : 40%

C :   0%
M: 20%
Y : 30%
K :   0%

C :   55%
M:     0%
Y : 100%
K:     0%

C : 15%
M:   0%
Y : 30%
K:   0%

C : 90%
M: 40%
Y : 90%
K: 40%

04　シンボルマークとそのカラー

A_type B_type

カラーシステム



DIC: 220

C : 100%
M:  55%
Y :  20%
K :    0%

04　キャッチフレーズとそのタイプフェース



05　シンボルマークとキャッチフレーズの組み方

A_type B_type

この組み方は、シンボルマークにキャッチフレーズを組み合わせる場合の基本形である。

キャッチフレーズを主体にする場合はシンボルマークから切り離すことも可能である。

独自のキャッチフレーズを提示する場合も、シンボルマークに組み合わせる場合はこの組み方を基本形とする、



06　モノクロや単色で使用する場合

Black or 1color : 100% 60% 20%

カラーシステム

メディアや印刷条件等から、やむを得ずフルカラーでの使用が不可能な場合に限り、
モノクロの場合も単色の場合も、左の3種類の網濃度を上記の見本通りに正確に使い分ける。
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